
ら
模
様
を
意
味
し
ま
す
が
、
地
誌
の
書
名
に

も
用
い
ら
れ
ま
し
た
（
そ
の
由
来
は
不
明
）。

貞
享

じ
ょ
う
き
ょ
う四

年
（
一
六
八
七
）
に
『
江
戸
鹿
子
』、

元
禄

げ
ん
ろ
く

八
年
（
一
六
九
五
）
に
は
『
仙
台
鹿
子
』

が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。「
米
府
鹿
子
」
は

そ
う
し
た
地
誌
に
影
響
を
受
け
書
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
版
に
は
至
り
ま
せ
ん

が
、多
く
の
人
に
写
し
読
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

町
名
や
人
口
、
家
臣
団
の
家
紋
、

置
賜
の
寺
院
一
覧
な
ど
を
記
載

「
米
府
鹿
子
」
は
六
巻
か
ら
成
り
、
一
巻

に
は
各
地
へ
の
道
程
と
町
名
・
人
口
等
が
、

二
巻
で
は
米
沢
城
の
規
模
、
年
中
行
事
の
献

立
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
巻
に
は
上
級

家
臣
団
の
石
高

こ
く
だ
か

・
菩
提
寺

ぼ
だ
い
じ

・
家
紋
等
と
、
役

職
ご
と
の
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
る
写
本
で
は
家
紋
が
絵
入
り
で
記
載
さ

れ
、
上
杉
家
家
臣
団
の
家
紋
を
知
る
上
で
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
巻
に
は
、
領
内
の
著
名
な
医
師
・
絵

師
・
鉄
砲
撃
ち
・
歌
人
・
神
社
等
が
列
記
さ

れ
、
五
巻
に
は
温
泉
や
名
所
・
産
物
等
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
巻
目
は
置
賜
の

寺
院
一
覧
と
な
っ
て
い
ま
す
（
な
お
、
写
本

に
よ
っ
て
順
番
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。ま

さ
に
米
沢
の
総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い

え
ま
す
。
明
治
四
十
一
年
、
他
の
地
誌
と
共

に
『
米
沢
古
誌
類
纂

よ
ね
ざ
わ
こ
し
る
い
さ
ん

』
と
い
う
本
に
一
部

翻
刻

ほ
ん
こ
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

は
一
人
半
扶
持
二
石
と
下
級
の
家
臣
で
し

た
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
隠
居
し
て
い

ま
す
。

「
米
府
鹿
子
」
の
書
か
れ
た
年
代
は
宝
暦

年
中
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
三
）
と
い
わ
れ
、

次
第
に
写
し
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
図
書
館
で
は
四
種
類
の
写
本
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

な
お
「
鹿
子
」
と
は
鹿
の
子
や
鹿
の
ま
だ

図
書
館
郷
土
資
料
室

1
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▲米府鹿子　全六巻

米
　
府
　
鹿
　
子

べ

い

ふ

か

の

こ

米
沢
を
紹
介
す
る
代
表
的
な
地
誌

著
者
は
米
沢
藩
士
原
田
直
久

は
ら
だ
な
お
ひ
さ

今
回
は
地
誌
「
米
府
鹿
子

べ
い
ふ
か
の
こ

」
を
紹
介
し
ま

す
。
地
誌
と
は
、
地
域
の
自
然
・
社
会
・
文

化
な
ど
地
理
的
な
事
象
を
記
述
し
、
そ
の
地

域
の
特
色
を
示
し
た
も
の
で
、「
風
土
記

ふ

ど

き

」

が
日
本
最
古
の
地
誌
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

著
者
の
原
田
直
久

は
ら
だ
な
お
ひ
さ

は
、
宝
暦
ほ
う
れ
き

六
年
（
一
七

五
六
）
に
家
督
し
御
日
帳
方

ご
に
っ
ち
ょ
う
か
た

（
藩
の
日
記
を

書
く
役
職
）
を
勤
め
た
武
士
で
、
そ
の
禄
高

ろ
く
だ
か

米
沢
の
地
誌
の
数
々

「
米
府
鹿
子
」
の
他
に
も
江
戸
中
期
頃
か

ら
多
数
の
地
誌
が
書
か
れ
ま
し
た
。
元
文

げ
ん
ぶ
ん

元

年
（
一
七
三
六
）
に
山
田
近
房

や
ま
だ
ち
か
ふ
さ

が
著
し
た

「
米
沢
事
跡
考

よ
ね
ざ
わ
じ
せ
き
こ
う

」
と
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

に
小
幡
忠
明

お
ば
た
た
だ
あ
き

が
記
し
た
「
米
沢
地
名
選

よ
ね
ざ
わ
ち
め
い
せ
ん

」
は

『
米
沢
古
誌
類
纂
』
に
一
部
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
享
和

き
ょ
う
わ

元
年
（
一
八
〇
一
）
の

国
分
威
胤

こ
く
ぶ
ん
た
け
た
ね

著
「
米
沢
里
人
談

よ
ね
ざ
わ
り
じ
ん
だ
ん

」
は
、
伝
説
・

珍
話
を
多
く
収
録
し
た
地
誌
で
す
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
地
誌
は
、
荒
唐

こ
う
と
う

無
稽
む
け
い

な
伝
説
の
類
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
事
象
・
伝
承

も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
誌
を
め
く
っ
て
み

る
と
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

▲上杉家家臣団の家紋が記載されています
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